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ラギヘレ・ルメルディ
類まれな才能を持つ子どもの語り部が各島から
参加し、地元のストーリーを熱く語る小学生オレ
ロ（語り部）コンクール 2011で優勝。オレロは
小学校の授業でも取り入れられており、タヒチの
文化を再興させるきっかけの 1つとなっている。
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Photo by Zoltan Lengyel
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Découvrez l’authenticité de l’île de Tahiti

素顔のタヒチ島、体感！
パペーテでショッピング、食事はルロットで――。

もちろんそれも楽しいけれど、それだけではもったいない！
地元タヒチアンおすすめの穴場からマルシェの活用術まで、

新たなタヒチ島の魅力をご紹介 !!



タヒチアンの日帰り旅行スポット

自然の力強さを感じる
タヒチ・イチの魅力に迫る

タヒチ島は、大小 2つの島がつながったヒョウタンのよ

うな形をしており、大きな方を「タヒチ・ヌイ」（大きなタ
ヒチ）、小さな方を「タヒチ・イチ」（小さなタヒチ）と呼ぶ。
首都はタヒチ・ヌイのパペーテ。ショッピング・宿泊施
設が集中し、大半の観光客が宿泊地として利用している。
　一方、プレスキル（フランス語で「半島」）という呼
称で知られるタヒチ・イチは自然の宝庫だ。サーフィン
の世界大会が開催されるチョーポー地区は、パペーテか
ら車で 1時間ほど。タヒチが発祥のサーフィンは、部族

長など高い地位の人々の娯楽だったとも言われている。
チョーポーの港から小型船に乗って世界一の波に接近す

ることもできる。また、タヒチアンダンスのストーリー
にも登場するヴァイポイリ洞窟があるテ・パリ地区も見
所の 1つ。草木をかき分けながら 15分ほど歩みを進め

ていくと、幻想的な洞窟が目の前に広がり、ヒンヤリと
透き通った洞窟内の池で泳ぐこともできる。こうしたタ
ヒチ・イチの自然を満喫できるのが、ペンション・レヴァ・
チョーポー（P10）のエクスカーションだ。

Text & Photo by Ryusuke MURATA
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ペンション・レヴァ・チョーポーの波止場を眺める。 プライベート・アイランド「モツ・テ・パリ」の風景。 レヴァ・チョーポーのマークさん（左 2）と子どもたち。



目の前に広がる絵葉書の世界
チョーポーの港を小型船で出航し、5分ほ
どでサーフスポットに到着する。さらに 10
分ほどタヒチ・イチを沿うように船を進める
と、ペンション・レヴァ・チョーポーの波止
場に到着する。海をバックにカップルや友人
と写真を撮るだけでも気分はついつい高揚し
てしまう。

ヴァイポイリの洞窟にまつわる
愛の伝説

大蛇が住んでいて誰も近付かなかったヴァ
イポイリの洞窟。部族長の奉公人だったヴェ
イは部族長の娘ヴェロを愛してしまう。ヴェ
イは危険な洞窟内に入り、大蛇を退治。洞窟
内の岩の上にソファを用意してヴェロを迎え
入れた。ヴェイの勇敢さに感服した部族長は
ヴェロとの結婚を許したのであった。

「本当のタヒチ」を感じられる場所
ペンションの敷地内には当たり前のようにパイナップルやマンゴーが実をつけ、ヤシの木が自生
していて南国ムード満点。ランチにはタヒチ名物のポワソン・クリュ（ココナッツミルクベースの
マグロのマリネ）を味わえる。

目まぐるしく変わる自然の表情
タヒチ・イチは山とも隣り合わせになっていて、気候が頻繁に変わる。燦々と輝く太陽、大地に
潤いを与えるスコール、そして自然との橋渡しをしてくれる虹。巨大ヒトデの伝説で知られるヴァ
イトモアナの洞窟（写真中央）は、波が高いと船で近付けないこともある。

童心に返って自然と戯れる
ヴァイポイリの洞窟には直接船で行くことはできない。入口に船を停泊させ 15分ほど草木をか
き分けながら洞窟へと歩いて向かう。水をかけ合ったり、泥だらけになりながら進んで行くと、目
の前に幻想的な洞窟が姿を現す。足元の悪い場所もあるので、汚れても問題のないサンダルの持参
がおすすめ。
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タヒチアンとの共通言語は笑顔
カップルや友人同士で楽しむ旅行も素晴ら
しいが、タヒチの旅行中には是非ともタヒチ
アンと触れ合ってほしい。英語やフランス語
ができなくても、彼らの底抜けの明るさや笑
顔で言葉の不安は解消される。言葉に不安が
ない場合は、ガイドに訪問地の歴史や名称の
由来などを聞いてみるのも面白い。



Pension Reva Teahupoo

エクスカーションのみでもＯＫ！
タヒチ・イチ観光に至便なペンション 

タヒチ・イチのチョーポー港に到着すると、オーナー
のマークさんが小型船に乗り颯爽と登場。午前中のうち
にチョーポー港へ到着し、エクスカーションに参加する
のがペンション・レヴァ・チョーポーの醍醐味である。（エ
クスカーションの詳細は P7-9参照）
敷地内には合計 12棟のバンガローが立ち並ぶ。ホテ

ル仕様の寝心地のよいベッドが設置してあり、全室に
シャワー・トイレが完備されている。
同ペンションのもう 1つの魅力が食事。料理上手の
オーナー夫妻が敷地内で収穫したオーガニックの野菜や

Text & Photo by Ryusuke MURATA

果物、そして近所の漁師が釣ってくる新鮮な魚をベース
にボリュームたっぷりのマアア・タヒチ（タヒチ料理）
を提供してくれる。その他、ランチの後にハンモックで
ゆったりお昼寝などというのも、このペンションならで
はの贅沢だ。
通常の宿泊はもちろん、日中のみのステイ、エクスカー
ションのみの参加など利用者のニーズに可能な限り応え

てくれるので時間の限られている観光客にとっても非常

にありがたい。タヒチ・イチを訪れる際はぜひ利用した
いペンションである。

住所 : Fenua Aihere, 98725 Teahupoo, TAHITI
Web : www.reva-teahupoo.org
Email : revateahupoo@gmail.com
1泊 : 10 ,000～12 ,100CFP（正規料金）
エクスカーション : 3 ,500CFP / 1人

タヒチ・イチのおすすめペンション
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地元ガイドしか知らない
おすすめの
島内観光ルート

タヒチ・ヌイの魅力を探る

Photo by Ryusuke MURATA, Text by Ryusuke MURATA

ペンション・ファレハウ（P20）では、宿泊者を対象
にタヒチ・ヌイの島内観光を実施している（宿泊者以外
も相談可）。定番コースに加え、オーナーのご主人が所有
するヒティア地区の農園に立ち寄り、ウルを試食するこ
ともできる。ほのかに甘味がある素朴な味で、揚げると
フライドポテトのようにホクホクとして美味しい。
農園見学後は 4WD車の荷台で揺られながら、色鮮や

かな花を横目にヒティア渓谷へ。運が良ければタヒチの
伝説にも登場する巨大ウナギに遭遇することも。タヒチ
島内でも非日常的な体験ができ、観光客の満足度も高い
スポットだ。ヴァイパヒ植物園、タヒチアンおすすめの
「クルール・カカオ」というショコラティエなども観光
コースに含めることも可能で、男女問わず誰もが楽しめ
る内容である。

Photo by David Kirkland, Ryusuke MURATA   Text by Ryusuke MURATA
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1 .ヒティア渓谷の川辺　2 .3 .4 .ウルと呼ばれるパンの実　5 .ウナギはタヒチの伝説にたびたび登場する神聖な生き物　6 .かつては石鹸代わりに使用されていたという「フラ
ワーソープ」。赤い花を握りつぶすと液体が流れ出す　7.ヒティア渓谷の川で遊ぶ元気いっぱいの子どもたち
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Tapa

タパ
木の樹皮を根気よく叩き続けること約3日
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ティファイファイ
タヒチアンが人生を共にすると言っても過言ではない
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彫刻
ライヴァヴァエ島の伝統継承を心から願う

貝彫
《 番外編 》 期待の若手職人

ヘイヴァ・リマイはタヒチの伝統工芸品全般の推進を目標とするアート＆クラフト展委員会「Tahiti i Te Rima 
Rau」によって企画運営されているイベント。タヒチ島から遠く離れたマルケサス諸島やオーストラル諸島、ツア
モツ諸島、ガンビエ諸島、ソシエテ諸島などから300人を超えるアーティストが集まる。会場では様々な伝統的で
芸術的なポリネシアの工芸品を紹介し、購入も可能。また、アーティストたちによってティファイファイやココ
ナッツの彫り物などの製作技術を競う大会も開かれる。こうした催し物を行うことによって、アーティスト同士の
想像力や技術的な面での交流の場になることも目指している。現地の伝統的なマッサージ方法やモノイオイルの作
り方の実演なども行われる。

布のない時代、タヒチの女性はパンの木の樹皮を水に浸して柔らか
くしたものを、約 3日間、棒で薄く叩き伸ばした「タパ」を衣服とし
て身につけていた。タパは身につける人の地位も表すため、重要な儀
式の際も欠かせない衣服として重宝されていた。現在ではタパの伝統
技術はマルケサス諸島のファツヒバ島でのみ継承されている。

タヒチ語で「縫う」ことを意味するティファイファイ。18世紀以
降にタヒチへ入植してきたキリスト教宣教師の妻たちが持ち込んだ
パッチワークからインスピレーションを得て、国花のティアレ・タヒ
チやウルなどのモチーフを用いて作られる。伝統的な結婚式や、お葬
式でも使われるほど、ティファイファイはタヒチの生活に密着している。

人口わずか 900人のライヴァヴァエ島は太平洋で最も美しい「地
上の楽園」とも評され、またタヒチ語でヴァアと呼ばれるアウトリガー
カヌーやティキを手作業で作り続けている島でもある。写真はバラの
木材を原材料として使用したヴァアのミニチュア。これだけの繊細な
作業を行える後進が島内で育っていないことが悩みの種と職人は語っ
てくれた。

ヘイヴァ・リマイを含めタヒチ内での展示会に参加経験がない期待
の若手職人ヴィリアム・タミさん。決して裕福ではない家庭で育った
彼は 13歳で進学を諦め、独学で貝彫をマスター。黒蝶貝などに数ミ
リ単位でデザインを彫り込む。光熱費が払えるくらい商品が売れれば
と控えめなタミさんであるが、「自分の作品を海外の人にも知っても
らいたい」という大きな夢も。

第27回 ヘイヴァ・リマイ（Heiva Rima'i）
会期 2015年6月19日～7月19日  会場 アオライ・ティニ・ハウ（Aorai Tini Hau）

伝統技術を守りタヒチを世界に広げる

ヘイヴァ・リマイ注目のアイテム

2014年 6月 21日から 7月 14日まで、「進化」をテーマにピラエ地区のアオライ ･
ティニ ･ハウ会場にて開催されたヘイヴァ ･リマイ。タヒチの自立権確立 30年を記念し、
2014年は「アール ･ポリネジアン」（タヒチの芸術）という名称のもと規模を拡大して
開催された。籐、宝飾、刺繍、ティファイファイ（タヒチアンキルト）、装飾、彫刻など
各分野のスペシャリストたち約400名がタヒチ島のみならず、離島からも数多く参加した。

Text & Photo by Ryusuke MURATA
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かごバッグに島の運命を託す

日本人の心にも通ずる
リマタラ島民の職人魂

オーストラル諸島に位置するリマタラ島は、1811年にヨーロッ
パ人に発見された最後の島。島には「ウラ」と呼ばれる珍しい小
鳥が生息する。主要産業は籐製品や貝殻アクセサリーの製作 ･販
売。リマタラの工芸がリマタラの文化を表現し、島民たちの支え
となっている。籐製品は、パンダナスの葉を裁断し、乾燥させた
ものを編み込んで作られる。製品化させる上で天敵となるのが雨、
湿気、風。作業中に雨風が吹くとパンダナスに裂傷が生じたり、
腐敗が進む原因となる。このように手間暇が掛けられている上に、
リマタラで作られる籐製品はデザインが洗練されているため、タ
ヒチ本島でも人気が高い。さらにすべてが 1点もののため、ヘイ
ヴァ・リマイにはなるべく早めの来場をおすすめする。

Text & Photo by Ryusuke MURATA

ヘイヴァ・リマイのリマタラ島のブース。パンダナスの葉を乾燥させた原材料を編み込んで作った商品がところ狭しと並ぶ。

リマタラ島は人口 900人ほどの小島。老若男女問わず島民の大半が伝統工芸に携わっており、工芸品の製作が島の唯一とも言える収入源となっている。

リマタラの島民にとって工芸品製作は生活の一部。会期中も時間さえあれば現地から持ち込んだ貝殻やパンダナスのロールを切り崩し、黙々と商品作りに没頭する姿が至るところで見られた。

パンダナスをレモンと天然石鹸で煮詰めて脱色することで白色系の色を表現。茶系の色はパンダナスを松ヤニと煮詰めて着色している。繊維（写真中央）はココナッツが原材料。

リマタラ島工芸職人協会のイアエラさん。2014年 9月に
は東京・お台場「タヒチ・フェスタ 2014」への初出展も
果たし、タヒチ産工芸品輸出の先駆け的存在。
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地元住民でごった返す
日曜の朝マルシェは必見！

軽食からお土産品まで何でもアリ 

カラフルな魚、多彩なフルーツ、サンドイッチ、お惣菜、
雑貨、工芸品̶̶ タヒチでの「生活」に関わるすべての
物が集まる場所、マルシェ。朝 4時から 5時頃にオープ

ンし、早朝から地元住民たちで賑わっている。
本来のマルシェの姿を見に行くのであれば、日曜日が
おすすめだ。日曜はマルシェ周辺の道は通行止めとなり、
出店が立ち並ぶ。ふだんよりもだいぶ早い午前 3時頃の

オープンだが、待ちきれずに品出し中の商品を手に取っ
て買い物を始める人もいる。島民がみな集まっているの

Text by Toru OISHI  Photo by Ryusuke MURATA

ではないかと思わせるほどの賑わいだ。
マルシェの中や外の道には、フィリフィリ（揚げココ
ナッツパン）を販売するワゴンがたくさん。タヒチの日
曜の朝はマルシェで買い物をし、フィリフィリを持ち帰
り、カフェオレでいただくことから始まる。また、島に
は華僑も多いため中華惣菜の屋台も多い。人気のチャー
シュー店は長蛇の列で、2時間もすれば品切れになるこ
とも。こうしたタヒチの様々な顔を見ることができるマ
ルシェ。早起きして、散歩がてら訪れてみてほしい。

マルシェ内の屋台では、チャーシュー（写真
右）やシューマイなど中華惣菜がねらい目！
人気店には長蛇の列ができているので、そ
の行列を目印にタヒチならではのチャー
シューをゲットしよう。サトウキビから作る
フレッシュジュースもおすすめ。

C'est si bon !!  

18 19



ホテル泊では味わえないおもてなし
オプショナルツアーも魅力的！

ファアア国際空港では、オーナーのアニータさんがレ
イを持って迎えてくれる。車で小高い丘に向かって走る
こと約 5分、ペンション・ファレハウに到着する。
施設内は清掃が行き届いており、各部屋にはアニータ
さんが丁寧に縫い込んだタヒチアンキルトの鮮やかな

シーツが使用されている。朝食はシンプルではあるがバ
ゲットやコーヒーの他に、マンゴーやパイナップルなど
トロピカルフルーツも充実しており、十分に満足できる。
ペンションからの眺望もコバルトブルーの海へと沈む夕

日が印象的だ。

Text & Photo by Ryusuke MURATA

パペーテの中心街までは車で 10分ほど。前日までに
お願いしておけば、タクシーより安価な送迎サービスも
利用できる。また、オプショナルツアーのタヒチ・ヌイ
観光（P12-13参照）では、私有地の広大な畑でのんび
りしたり、4WD車の荷台に乗って植物をかき分けなが

らの散策が楽しめる。
アニータさんや娘のモエラニさんの精一杯のおもてな

しは、ホテルのサービスとは異なるタヒチアン特有の温
かさや優しさを感じることができる。タヒチ旅行の大切
な思い出の 1つとなるに違いない。

住所 : BP62020 - 98703 FAA'A Centre - TAHITI 
Web : www.fare-hau.pf
Email : farehau@mail.pf
1泊 : 8 ,500～11 ,500CFP（正規料金）

タヒチアンカルチャーを味わうのであればレイや王冠作り、タヒチ名物のポワソン・クリュ（ココナッツミルク風味のマグロのマリネ）作りを体験す
ることもできる。所要時間はいずれも1時間ほどなので、ぜひ体験してほしい。ポワソン・クリュ作り：2 ,800CFP／ 1食（2～ 3名）　王冠作り：
2 ,500CFP／名（5名以下）、1 ,500CFP／名（5名以上）

Pension Fare Hau

タヒチ・ヌイのおすすめペンション
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ホントに美味しい厳選レストラン

本誌スタッフが食べ歩き！

Text & Photo by Ryusuke MURATA

L’O à la Bouche ロアラブッシュ
ふっくら、マヒマヒのロースト
タヒチアン一押しのフレンチレストラン。注目の一品は、タヒチやハワイでは
高級魚として知られるマヒマヒのロースト（Dos de Mahimahi laqué au miel 
et soja）。脂質が少なくパサつきやすいマヒマヒだが、ソテーして焼き目を付
けた後にオーブンでローストすることで、ふっくらとジューシーに仕上げてい
る。キャラメリゼされた醤油とはちみつのクリーミーソースとの相性も抜群だ。

住所 : Passage Cardella, 98713 Papeete
営業時間 : 月～金 11 :30 -14 :00 / 19 :00 -22 :00、土 16 :00 -22 :00
定休日 : 日　
電話 : +689 40 45 29 76

Bulle de Saveurs ビュール･ド･サヴール
胃にやさしいヘルシーメニューならココ
定番のポワソン・クリュや肉料理も美味しいが、豊富なサラダメニューや日
替わりのダイエットメニューが用意されているのがこのレストランの特徴。お
すすめは新鮮な野菜にタヒチ産のマグロやフェイと呼ばれる調理用バナナなど
を散りばめたタヒチアンサラダ（Salade Tahitienne）。タヒチ旅行の後半、胃
に疲れが出てきたときの強い味方だ。

住所 : Rez-de-chaussée | Immeuble Le Bihan, 98716 Pirae 
営業時間 : 月～金 7 :00 -17 :30、土 6 :30 -14 :00
定休日 : 日
電話 : +689 40 48 02 28

Star Studio スター･ステュディオ
エビとココナッツの絶品カレー
パペーテ中心部に位置するこの店のおすすめは、エビのココナッツカレー（Les 

Crevettes au curry de lait de coco）。タハア産の肉厚なココナッツからしぼっ
た濃厚なココナッツミルクをたっぷり使用したカレーはまろやかで、ぷりっぷ
りのエビとの相性は抜群。思わず最後の最後までバゲットでカレーをすくって
しまう美味しさだ。

住所 : Centre Commercial Aline, 98713 Papeete
営業時間 : 月～金 6 :00 -15 :00、土 6 :00 -12 :00
定休日 : 日
電話 : +689 40 45 30 13

Food

※レストランの営業時間は変更することもあるので事前にご確認ください。22





1年に一度、タヒチ島に期間限定の遊園地が出現す
るお祭りがある。メリーゴーランドや観覧車といった
アトラクションのほかに屋台も立ち並ぶ、チューライ
祭だ。自然には恵まれているものの娯楽施設が少ない
タヒチにおいて、このチューライ祭は地元の子どもた
ちが毎年待ち望む一大イベントである。
チューライ（Tiurai）とは 7月のこと。その名の通
り、もともとチューライ祭は 7月に催されていたが、
現在は学校の休みに合わせて子どもと大人が一緒に

来られるように、6月 5日から 8月中旬まで開催さ

れている。国際空港があるファアア地区のチューライ
祭責任者アンリネット・ハンターさんは、祭りについ
てこう語る。「チューライ祭は 100年ほど続いている

と言われています。昔は滑り台など簡易的なアトラク
ションが数台あっただけでしたが、子どもたちの屈託
のない笑顔だけは、昔も今もずっと同じですね」
また、チューライ祭の売上金をもとに、タヒチの恵
まれない子どもたちへの支援も行われているという。
「会期中に集めた資金の一部で、ファアア地区の子ど
もたちにクリスマスプレゼントをしています。区役所
もお菓子を配るなど、この活動に協力してくれていま
す」とハンターさん。
長い間タヒチアンに愛されてきたチューライ祭。同
時期開催の Heiva i Tahitiとともに必見だ。

Tiurai TOA'URA

Bill 97

Henrinette Hunter
ファアア地区チューライ祭責任者
アンリネット・ハンター　

「チューライ祭は Heiva i Tahitiを補完するような
役割も担っていると思います。Heiva のダンスを鑑
賞することはもちろん素晴らしいことですが、チュー
ライにも立ち寄っていただいて、タヒチの違った一
面を感じていただきたいですね」

夕日が傾くにつれて賑わいを見せ始める
チューライ祭。日本ではお馴染みのアトラク
ションやゲーム機も数多く設置されている。
回転が速めの観覧車にも注目（笑）。子ども
たちの笑顔を見に行ったつもりが、ついつい
童心に帰って遊んでしまうかもしれない。
　

100年の歴史を誇る
チューライ祭ってどんなお祭り？

数あるタヒチアンバンドの中でも、楽曲
はもちろん、ライブの完成度がこれほどま
でに高いバンドはないだろう。そのバンド
の名は TOA’URA。楽曲は Reo mā’ohi（ポ
リネシアン言語）で歌われ、Vivo（鼻笛）
や To’ere（打楽器）といったポリネシア
の伝統的な楽器、専属のダンサーが歌に彩
りを添える。メロディーは日本人にも親し
みやすく心地よい。ハワイ在住の人気アー
ティスト O-Shenのカバーがきっかけで

ヒットした「Anapanapa」、2013年に大

ヒットした「O To'u Ia Hiro'a」などは、タ
ヒチで知らない者はいないだろう。2014
年にはオセアニア全域のアーティストで結

成された「OCEANIA ALL STARS」にタ
ヒチ代表として参加。まさに国内外で活躍
している注目のグループである。

タヒチで携わっていたガイド業の経験を生かし、タヒチ関連
のイベントをはじめ、ラジオ番組の MCとしても活躍。現在、
FM NORTH WAVE 『TAHITI× JAPON』、RN2 『TAHITI  
STYLE』に出演し、合い言葉「もちろんです！！」が話題を呼ん
でいる。タヒチアンミュージックに精通しており、日本にタヒチア
ンミュージックを広めるべく、プロモーターとしても活動中。

O TO'U LA HIRO'A TE AHI MO'A TIARE 'URA

伝統的な楽器とダンス
ポリネシア語の歌詞——
誰しもが魅了される
タヒチ随一のバンド

Billおすすめの3枚 

 

Photo by Rodny, Bill 97   Text by Bill 97

観覧車にメリーゴーランド、屋台も並ぶ！

Text & Photo by Ryusuke MURATA
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Heiva i Tahiti
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Photo by Zoltan Lengyel

タヒチアンダンスのグループが一堂に会する Heiva i Tahiti。
華やかで力強いパフォーマンスを披露し競い合う。

真のタヒチアンダンスと音楽が、ここにある。



タヒチ最大の祭典 Heiva i Tahiti

2015年で 133回目を迎えるタヒチの伝統的な祭典、
Heiva i Tahiti。毎年 6月から 7月中旬まで行われる一

大イベントで、その期間は街中が花や緑で飾られ、いた
るところで様々な催事が行われる。その 1つが、カヌー
レースや槍投げ、フルーツ運び競争、石重量挙げ、ココ
ナッツの早削りといった競技種目。いずれも昔からタヒ
チアンの日常生活で行われていたものだ。
カヌーレースは、カヌーの横に浮きのようなものが付
いた「アウトリガーカヌー」を使って行われる。外洋で
も安定して走行できるため、男性のみならず、女性や子
どもも出場し、参加総勢 1500人近くの盛り上がりを見

せる。また、参加者たちはパレオや花の頭飾りでお祭り
気分を盛り上げることが決められている。槍投げは、20

メートル先の高い棒の上に置かれたココナッツを目がけ

て、竹の槍を下からすくうように投げる競技。簡単そう
に見えるが、槍はなかなか真っ直ぐには飛ばない。
また、ココナッツの早削りはタヒチの主な輸出資源で
あるコプラを採取する作業工程の一つ。電気など使わず、
自分の手を使いテコの原理を利用して器用にココナッツ

Text by Toru OISHI   Photo by Ryusuke MURATA 

の白い果肉を削り取っていく。これが日本でも話題に
なっているココナッツオイルの原料となり、さらには
マーガリンや石鹸、コスメの原料などにも利用される。
このように Heiva i Tahitiでは様々な競技が行われる

が、その中でとりわけ人気なのが、パペーテのトアタ広
場で行われるダンス競技である。
100名前後のダンサーと 20名ほどのミュージシャ

ンが、30メートル四方のステージで踊り、演奏をする。
オテア・アパリマ・パオア・ヒビナウなど決められた踊
りの構成を織り込みながら、それぞれのチームのテーマ
を表現していく。
タヒチアンダンスは、タヒチアンのアイデンティティ
そのもの。これからも受け継がれていく大切な文化であ
る。現在、タヒチアンダンスは世界各国に広がりを見せ、
タヒチ国外でタヒチアンダンスが踊られる機会は増えつ

つある。だからこそ Heiva i Tahitiで真の踊り、音楽に
触れてみてほしい。Heivaでの様々なパフォーマンスを

通して、古来連綿と続くタヒチの文化、そしてポリネシ
アの歴史や文化が肌感覚で伝わってくるはずだ。
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—近年のHeiva i Tahitiの印象は？

　年々モダン化の傾向にありますね。複雑な踊り
が目立つようになり、ショーとしては魅力が出て
きていると思います。ただその一方で、伝統が衰
退しつつあるのも感じます。タヒチ語を話せるタ
ヒチアンがどんどん減ってきている今、若い人が
モダンな方向に進むのは無理もありませんが、伝
統は必ず守っていかなければなりません。ダンス
はタヒチの文化遺産であり、Heivaは私にとって

心の鼓動です。伝統的なタヒチアンダンスを伝え
ることは、私の役割だと思っています。
—Heivaからは引退されるそうですね

「タマリキ・ポエラニでダンスを学ぶの
であれば、先祖代々伝えられてきた私
の経験と教育法を皆さんに伝えたいと
思っています。こうして伝統を後世に
伝えていくことが、タマリキ・ポエラ
ニの役割だと思っています」（マカウ・
フォスター）

　私ももうすぐ60歳という節目の年を迎えようと

しています。人というのはどこかで区切りをつけ
なければなりません。今後は故郷のツアモツで家
族と過ごす時間を作りたいと思っていますが、こ
れからもダンスは教えていくつもりです。
—ダンスを伝える上で注意していることは？

　規律を守り、文化を尊重することです。そし
て、人に従うということをまず学ばなければなり
ません。熱意をもって取り組むことで、自然と話
を聞くようになり、自然と学べる体勢ができあが
るのです。私も勉強の毎日です。いまだに新たな
発見があります。タヒチアンダンスは生きている
のですから、ダンスの上達とともにダンサー自身
も成長していかなければなりません。自信を持つ
ことは大切ですが、過信は禁物です。
—外国でもタヒチアンダンスは広がっていますね

　タヒチアンダンスを学びたい人であれば、私は
誰でも歓迎します。過去に間違えてダンスを覚え
ているようであれば直しますし、ダンスを習った
ことがなければ私が1から基礎を教えます。いず
れにせよ、ダンスという文化を分かち合いたいと
強く思うのです。文化を伝承していく上で、伝え
る人を限定してはいけません。意欲のある人には
積極的に伝えていくべきだと思いますね。

Makau Foster

〝Heivaは私にとって心の鼓動。
  伝統的なダンスを伝えることが私の役割＂

タヒチアンダンス界の重鎮からのメッセージ

Text & Photo by Ryusuke MURATA
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〝工芸職人の技術や伝統、そして生き方について、
  タヒチの後世や海外の人に伝えたい＂

フランスのソルボンヌ大学を卒業後、パリの新聞社に勤務。その後タヒチへ戻り、出版社 Univers 

Polynésiens、Créaprint の 2 社を立ち上げたドミニク・モルヴァンさん。ジャーナリスティックな視点

で語るタヒチの現状やフランス領ポリネシアの文化的魅力とは？

—パリからタヒチへ、戻られた理由は？

　やはり南国の雰囲気を忘れることができなかっ

たことが大きいです。ビルとビルの間から必死に
なって青空を探していました（笑）。タヒチの人た

Text & Photo by Ryusuke MURATA

ちの温かさや優しさが恋しくなっていたのだと思

います。日本の方々のメンタリティーもタヒチア
ンと似ているのではないでしょうか。考古学者の
一説によると、タヒチ人の祖先は台湾からの移民

経済誌「 Dixit 」編集長

出版社 Créaprint 代表取締役

出版社 Univers Polynésiens 代表取締役

Profile

1958年生まれ。フランスの名門ソルボンヌ大学卒業後は新聞記者として
活動。タヒチに戻り、日刊紙 Le Dépêche 紙を経て、タヒチ観光局の
機関紙編集に携わる。1988年に Créaprint 社を設立。経済誌「Dixit」
の編集長に就任し、単調だったレイアウトから抜本的に改革。2003年に
は Univers Polynésiens 社を設立。本の手触りなど細部へのこだわり
と女性目線の編集で、刊行書籍は会社設立以降すべて増刷している。

ドミニク・モルヴァンDominique Morvan

経済誌「Dixit」は 2014年に 30周年を迎えた。

であるとも言われています。つまりタヒチアンの
考え方にはアジア特有の人を思いやる精神がある

のかもしれません。
—タヒチでは出版社を 2社立ち上げましたね

　タヒチ人はあまり読書を好まない傾向にあり

ます。そのため、Créaprint社で出している本は

ヴィジュアル要素を多めにしています。もう 1つ、
Univers Polynésiens社では、人にプレゼントし
たくなる書籍作りを目指しています。例えば表紙
をキルト上に加工するなどひと手間を加えること

で、多くの女性が書籍を手に取ってくれるように
なりました。このあたりは女性ならではの感覚か
もしれません。
—タヒチは女性の社会進出が著しいようですね

　タヒチの大学生の 70%は女性です。企業のオ
フィスで働いている多くは女性ですね。幹部クラ
スにもかなり割合を女性が占めていますし、その
割合はここ数年でさらに上昇しました。警察署長
は女性ですし、裁判官も多くの女性が活躍してい
ます。病院では女医の数が増えています。ヨーロッ
パも似たような傾向がありますが、タヒチの女性
の社会進出は極めて顕著ですね。
—女性が働きやすい環境にあるのでしょうか？ 

　ヨーロッパではベビーシッターの活用が一般的

ですが、タヒチでは家の祖父母が子どもの面倒を
見てくれます。また保育所も充実していて、預か
るだけでなく、保育所が休みの日も子どもたちが
プールやサーフィンのアクティビティに参加でき

るなど、見方によってはヨーロッパ以上に進んで
います。
—いま注目しているテーマは何ですか？

　本を通して、「工芸職人」をさらにクローズアッ
プしたいですね。フランス領ポリネシアは 5つの

諸島に多くの島々が広がっていますが、各諸島で
まったく異なる文化を見せてくれます。

　なかでもオーストラル諸島のリマタラ島の籐製

品（P16参照）は、目を見張るものがあります。
とにかく、編み込みが繊細です。リマタラという
自然豊かな環境でしかできない作業でしょう。日
常に編み物が入り込んでいる、もっと言えば編み
物は彼らにとって瞑想の域にあるのかもしれませ

ん。アジアでお坊さんがお経を読み、座禅を組み、
雑念や邪念を排除していくように、彼らは籐製品
を作る。つまり編み物を作ることで精神統一を自
然と行っているのではないかと思います。ひとつ
の芸術を完成させるには集中力も必要ですし、ま
た集中するために彼ら自身も自らの世界に入り込

んでいる様子も伝わってきますね。ですから工芸
職人の技術や伝統、そして生き方について、タヒ
チの後世や海外の人にもぜひ伝えたいと思ってい

ます。

Dominique MorvanInte
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Fa'a'ā International Airport
ファアア国際空港

Arue
アルエ

Mahina
マヒナ Papenoo

パペノオ

Puna'auia
プナウヤ

Paea
パエア

Papara
パパラ

Papeari
パペアリ

Teahupoo
チョーポー

Taravao
タラヴァオ

Tahiti Nui
タヒチ・ヌイ

Tahiti Iti
タヒチ・イチ

■ 正式名称／フランス領ポリネシア（Polynésie française）
■ 首都／パペーテ（Papeete）
■ 公用語／フランス語、タヒチ語
■ 人口／約 26万 8000人（2013年現在）
■ 通貨単位／フレンチ・パシフィック・フラン（CFP）
■ 国花／ティアレ・タヒチ

タヒチの基 礎 知 識

◎時差

Tahiti DATA

◎タヒチとその島々
フランス領ポリネシア（タヒチ）は 118
の島々から成り、タヒチ島が属するソシ
エテ諸島をはじめ、マルケサス諸島、ツ
アモツ諸島、オーストラル諸島、ガンビ
エ諸島の 5つの諸島群に分かれています。

◎気候
タヒチとその島々は亜熱帯海洋性気候に
属し、年間の平均気温が 27℃、海水温
の平均が 26℃という「常夏の楽園」です。
南半球にあるタヒチは 11月から 3月に
かけて真夏にあたり、咲き乱れる美しい
南国の花々を楽しむことができます。

◎言葉
公用語はフランス語とタヒチ語ですが、
ホテルやレストラン、大きな土産物店な
どでは英語も通じます。また免税品店や
ダイビングショップ、高級リゾートなど
には日本人、もしくは日本語を話せるス
タッフがいるところもあります。

日本より 19時間遅れです。日本時間か
らタヒチの現地時間を計算するには、「日
本時間に 5時間足し、日付を 1日遅らせ
る」と簡単。例えば、日本時間が月曜日
の昼 12時の場合、タヒチの現地時間は
日曜日の午後 5時になります。

乾季となる 4月から10月は、夜は少し
肌寒いこともあります。夕食などに出か
ける際は 1枚上着を持っていくとよいで
しょう。

乾季は上着持参が無難！

TIPS

「イアオラナ」（こんにちは）／「マルル」
（ありがとう）／「マヌイヤ」（乾杯）／「ナ
ナ」（さようなら）などを覚えておくと便
利！

タヒチ語を話してみよう！

TIPS

◎トイレ
日本のように一般開放されているトイレ
は少ないので、外出する前は宿泊先で済
ませておくのが無難です。パペーテ市内
のショッピングモールのトイレは基本的
にカギが閉まっているので、店の人にカ
ギを借りなくてはなりません。

◎両替
各銀行の支店や自動両替機で両替は可能
ですが、ほとんどの銀行で金額に関係な
く両替手数料がかかります。また、リゾー
トホテルでの両替は、レートはあまりよ
くない代わりに手数料がかからないので、
少額の両替はホテルがおすすめです。

◎水
基本的に水道水は飲めますが、ランギロ
ア島のような珊瑚礁の島ではミネラル
ウォーターがおすすめです。タヒチ産のミ
ネラルウォーターはどこでも購入できます。

◎チップ
基本的にチップの習慣はありませんので、
不要です。その代わりに日本のお菓子を
渡すと喜ばれます。

◎電圧とプラグ
電圧は 220V、60Hz。プラグタイプは
ＡもしくはＣ。日本から電化製品を持っ
ていく場合は、変圧器と Cタイプのア
ダプターが必要となります。

パペーテで誰でも利用できる公衆トイレ
は、マルシェ、観光局横、郵便局横の
公園内のトイレの 3カ所がメインです。
利用の際はティッシュ持参が無難。

公衆トイレ事情は？

TIPS

ほとんどの場所でクレジットカードは使
えます。ただし日本のカードとタヒチの
読み取り機械の相性が合わない場合も
あるので、できれば 2～ 3枚持っていっ
た方がよいでしょう。カードの種類は、
Visa、Master、Amexなどが主流です。

クレジットカードは使える？

TIPS
同じ銘柄のミネラルウォーターで炭酸入
り（ガス入り）のものもあるので、ガス
入りのミネラルウォーターが苦手な人は
注意。

炭酸入りに注意！

TIPS

220Vまで対応可能な電化製品の場
合は、プラグのアダプターさえ持ってい
けば変圧器は必要ありません。アダプ
ターは、ほとんどのホテルのレセプショ
ンでレンタルできますが、数に限りがあ
るので注意しましょう。

アダプターはレンタル可

TIPS

◎ビジネスアワー

月曜から土曜 11:00～14:00、18:00
～ 22:00。ほとんどのお店で、ランチタ
イム終了後はディナータイムまでクロー
ズ。日曜や祝日、月曜が定休の店も多い。

■  レストラン

■  ショップ

■  銀行

※以下は一般的な営業時間の目安。各店によって時間は
　多少異なります。

月曜から金曜 8:00前後～ 17:00前後。
毎日営業している店も多いが、日曜・祝 

日が定休のところもあるので注意。また
お昼に 2時間ほど休憩する店もあります。

月曜から金曜8:00～15:30（場所によっ
てはもう少し遅くまで営業している銀行
もあり）。土曜・日曜・祝日は休み。

旅に役立つ！
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